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ロート製薬株式会社 

ロート製薬株式会社（本社：大阪市生野区、社長：杉本雅史）は、創業 126 年の歴史を基盤に、自然界の力を

科学的に解明し、現代社会に還元する新たな事業戦略「フィトサイエンス構想」を発表いたしました。研究から事

業化までを社内外パートナーと一体で推進を加速させるべく、基幹機能として「フィトサイエンス研究所」（大阪市

生野区ロート製薬本社内）を設立、合わせて、グループ会社である株式会社ロート・F・沖縄（沖縄県うるま市、社

長：中原剣）と共に、2025年 4 月 17 日に沖縄県久米島町で日本初の藻類農園※である「藻類農園FARMO
フ ァ ー モ

」をグ

ランドオープンいたします。本取組は、久米島の観光サービスとしての役割を担いながら、藻類産業の本格稼働

を推進し、地域資源を活用した持続可能な社会づくりを目指してまいります。 

※藻類農園：藻類の研究、生産、加工、そして観光サービスが一体となった施設 

 

     

■『フィトサイエンス構想』の背景と概要 

当社は創業より 126年にわたり、胃腸薬である「胃活」からはじまり、皮膚用薬「メンソレータム」や目薬のキー

成分であるメントール、グリチルリチン酸等、生薬や植物の中から薬効作用を引き出し、人々の健康に貢献して

きました。一方で、2025年の今、社会が直面している環境問題や地域課題、食糧危機、高齢化など、様々な社

会課題が深刻化する中で、より革新的なアプローチが必要とされています。 

「フィトサイエンス構想」は、こうした社会課題解決と、地域の自然素材や技術を生かした健康産業の発展を目

指す新たな事業戦略です。これまでの経験を元に、改めて自然界に存在する素材の活性や機能（フィトパワー）

に着目。そのパワーの根源となる地域独自の気候や土壌、資源、技術等を最先端のサイエンスで解き明かすこ

とで、フィトパワーの価値や可能性を拡げ、持続可能な形で、社会に還元することを目指します。 

1. 研究開発（R&D）：藻類、漢方、生薬、発酵技術など多様なフィト資源の探求 

2. 地域連携：特定地域の資源活用と地域社会との協働、地域活性 

3. 事業展開：食品、化粧品、医薬品、機能性素材、農業資材、水産餌料など多分野での利活用で健康を

サポート 

自然の力を科学し価値創造を加速 『フィトサイエンス構想』始動 

～第一弾として、沖縄・久米島に『藻類農園FARMO
フ ァ ー モ

』グランドオープン～ 



 

 

 

■第一弾プロジェクト：日本初の「藻類農園 FARMO」のグランドオープン 

「フィトサイエンス構想」の第一弾として、「藻類農園

FARMO」を沖縄県久米島町にオープンいたします。日

本で初めての藻類の研究、生産、加工、そして観光サ

ービスが一体となった施設で、地域資源を活用した持

続可能な社会づくりと、藻類産業の大衆化を目指して

まいります。 

① 地域資源の活用と社会への還元: 

久米島の海洋深層水を活用した「久米島モデル」

を実践し、地域経済の活性化に貢献いたします。 

② 藻類産業の大衆化と認知拡大: 

生産・加工・サービスを一体化した施設で、藻類を

身近な資源として体験できる場を提供いたします。 

③ 持続可能な未来への貢献: 

環境負荷の少ない藻類栽培を通じて、食料問題や環境問題に取り組んでまいります。 

④ 統合的な研究開発プラットフォーム: 

産学連携や地域協働による新たな価値創造の場として、今後、食やスキンケアなど様々な事業を見据えて

研究開発のプラットフォームとして活用してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■「藻類農園 FARMO」概要 

所在地 〒901-3104 沖縄県島尻郡久米島町真謝 493-5 

施設概要 

・藻類培養ハウス     ・藻類研究所 

・ハウス内休憩所     ・カフェ 

・観光用視察ツアー設備 

オープン日 2025年 4月 17日 

主な事業展開 

・機能性素材の開発 

・食品および機能性食品の製造 

・水産餌料・飼料の生産 

・農業資材の開発 

・藻類産業の大衆化と地域貢献 

■サイト URL 

https://farmo-algae.com/ 

Instagram URL 

https://www.instagram.com/farmo_algae/ 

 

■ロート製薬と久米島の関わり 

 当社は 2013年より沖縄県において畜産・農産や加工販売を通して循環型産業、六次産業化に取り組んでき

ました。久米島では、国内 1位の取水量を誇る「海洋深層水」を多段階に活用した自立循環型のまちづくり「久

米島モデル」に共鳴し、2016年より海洋深層水を活用した農業実証プロジェクトに参画するなどの連携を図って

まいりました。 

 

*久米島モデル：久米島の地域資源である再生可能な「海洋深層水」を利用して、エネルギーと水と食糧を再生可能エネルギーにより自給しながら

産業振興と雇用創出を図る、自立循環型社会のモデル（イラスト：久米島町提供） 

https://farmo-algae.com/
https://www.instagram.com/farmo_algae/


■持続可能な循環型社会モデル「くめじまーる」*とビジョン「Connect for Well-being」への挑戦 

 

*くめじまーる：「久米島モデル」を起点に産業が広がっていき、そこから派生する持続可能な循環型社会モデルの総称 

 

当社は、2030年に向けたグループ総合経営ビジョン「Connect for Well-being」を掲げ、一人ひとりが身体も心

もイキイキと過ごせるように、健康を軸にさまざまアプローチでの取り組みを行っています。現在だけでなく未来

のウェルビーイングも見据え、人・地域・自然が一体化し、循環しながら持続する次世代の社会システムの構築

にも積極的に関与することで、「社会の健康」へ貢献していきたいと考えています。 

久米島町が提唱する「久米島モデル」は、海洋深層水という無尽蔵な資源を活用し、エネルギーと産業を永続

的に生み出せる可能性を秘めています。当社は久米島モデルから生まれる、人の健康、社会の健康、地球の

健康が循環しながらつながる仕組みを「くめじまーる」と表現し、人々の新たなライフスタイルの形として提案して

きました。 

今回オープンする「藻類農園 FARMO」は、「フィトサイエンス構想」の重要な一歩として、持続可能な社会の実

現と新たな産業創出に向けた取り組みを加速させます。当社は今後も、自然の力を活かした革新的なソリュー

ションを提供し、人々の健康と幸せに貢献してまいります。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 ロート製薬株式会社 広報・ＣＳＶ推進部  

〒530-0011 大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪タワーＢ２９階 

大阪オフィス   TEL：06-6758-1211 FAX：06-6758-9820 

東京オフィス  TEL：03-5442-6074 FAX：03-6832-6006 

 広報・ＣＳＶ推進部 大阪･東京共通メールアドレス：pr@rohto.co.jp 

 

ロート製薬株式会社は、大阪・関西万博 「大阪ヘルスケアパビリオン」のスーパープレミアムパートナーです。 
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